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Abstract : In spite of the implementation of various measures aimed at preventing tobacco use, some assess­
ments say the smoking rate amongst women is flat, while others say it is gradually increasing. This study
sets out to present future measures and corresponding materials to prevent tobacco use amongst young
women. To achieve this goal, a survey was carried out at Women’s College A with regards to smoking, and
a comparison was made with two similar surveys from 20 years prior ; an analysis was then made between
the resulting issues and trends amongst minors and young women. To ascertain the status of smoking cessa­
tion support, the study also examined cases in which female students attended smoking cessation programs at
outpatient clinics.
The analysis of the surveys showed that not only has the smoking rate decreased over the past 20 years,
but awareness of the harms associated with smoking has been firmly established amongst young women.
There were, however, issues with regards to mindsets toward smoking. Quitting smoking requires an impe­
tus : trustworthy methods, a supportive environment, and continued mental support. It is therefore paramount
to enrich smoking­cessation education at schools and create a community network of medical institutions,
health care centers, regional medical associations and related institutions. Cooperative initiatives can then
support the development of human resources to support smoking cessation amongst minors and young
women, build a preventative foundation for regional society, and in turn establish schools as the core of local
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1年生男子 7.5％、高校 3年生男子 36.9％、中学 1年生
女子 3.8％、高校 3年生女子 15.6％5）であったが、2014
年の厚生労働省科学研究費補助金による研究班の調査で
は、中学 1年生男子 1.0％、高校 3年生男子 4.6％、中学
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関西女子短期大学紀要第 27号（2017）
― １８ ―
そこで、本研究は A 短期大学において山本らが 1998
年から 1999年に実施した調査（以下第 1次調査とす












第 1次調査は A 短期大学女子学生計 281名を対象に、
1997年度入学生 79名については 1998年 12月中旬に、




第 2次調査は A 短期大学女子学生計 217名を対象に、
2002年度入学生 73名と 2003年度入学生 66名について






















































対象者数 48人、回答者数 42人、回答者率 88％
・ 2016年度入学生




















































第 1次調査 第 2次調査 第 3次調査




































合計 281 （100） 217 （100） 79 （100）
％の数値は、小数点第一位以下四捨五入
表 1-2 居住形態
第 1次調査 第 2次調査 第 3次調査





























合計 281 （100） 217 （100） 79 （100）
％の数値は、小数点第一位以下四捨五入
表 2-1 喫煙経験
第 1次調査 第 2次調査 第 3次調査















合計 281 （100） 217 （100） 79 （100）
％の数値は、小数点第一位以下四捨五入
表 2-2 初回喫煙の時期
第 1次調査 第 2次調査※ 第 3次調査











































合計 99 （100） 80 （100） 12 （100）
※有効回答で再算出 ％の数値は、小数点第一位以下四捨五入
表 2-3 初回喫煙の動機（第 1次調査・第 2次調査は多重回答）
第1次調査 第2次調査 第3次調査

























































































































































第 1次調査 第 3次調査































































第 1次調査 第 2次調査※ 第 3次調査



















































































初めて吸った時期 父 母 兄弟 姉妹 祖父 祖母 異性の友人
同性の






































































































































































第 1次調査 第 2次調査※ 第 3次調査
































































表 3-2 小学校指導者（多重回答） 第 1次調査 n＝229 第 3次調査 n＝44
学級担任 教科担任 養護教諭 専門家 その他
第 1次調査 第 3次調査 第 1次調査 第 3次調査 第 1次調査 第 3次調査 第 1次調査 第 3次調査 第 1次調査 第 3次調査











































































































表 3-3 中学校指導者（多重回答） 第 1次調査 n＝229 第 3次調査 n＝57
学級担任 教科担任 養護教諭 専門家 その他
第 1次調査 第 3次調査 第 1次調査 第 3次調査 第 1次調査 第 3次調査 第 1次調査 第 3次調査 第 1次調査 第 3次調査











































































































表 3-4 高等学校校指導者（多重回答） 第 1次調査 n＝229 第 3次調査 n＝58
学級担任 教科担任 養護教諭 専門家 その他
第 1次調査 第 3次調査 第 1次調査 第 3次調査 第 1次調査 第 3次調査 第 1次調査 第 3次調査 第 1次調査 第 3次調査



















































































































































表 3-5 小学校指導方法（多重回答） 第 1次調査 n＝229 第 3次調査 n＝42
講義 ビデオ 実験 ディスカッション 講演 その他
第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査































































































































表 3-6 中学校指導方法（多重回答） 第 1次調査 n＝229 第 3次調査 n＝57
講義 ビデオ 実験 ディスカッション 講演 その他
第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査































































































































表 3-7 高等学校校指導方法（多重回答） 第 1次調査 n＝229 第 3次調査 n＝58
講義 ビデオ 実験 ディスカッション 講演 その他
第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査










































































































































表 3-8 小学校学習内容（多重回答） 第 1次調査 n＝229 第 3次調査 n＝30
肺がん 血管収縮 受動喫煙 社会的影響 心理的影響 その他
第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査































































































































表 3-9 中学校学習内容（多重回答） 第 1次調査 n＝229 第 3次調査 n＝51
肺がん 血管収縮 受動喫煙 社会的影響 心理的影響 その他
第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査































































































































表 3-10 高等学校校学習内容（多重回答） 第 1次調査 n＝229 第 3次調査 n＝53
肺がん 血管収縮 受動喫煙 社会的影響 心理的影響 その他
第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査第 1次調査第 3次調査











































































































































































































































































































































































第 1次調査 第 3次調査




























































































































































































































































喫煙経験 肺がん 胎児 持久力 呼吸器 周囲 作業能率 依存 副流煙 法律
ある n 12 12 12 12 12 11 12 12 12
％ （100） （100） （100） （100） （100） （92） （100） （100） （100）
ない n 66 66 66 66 66 61 66 65 65
％ （100） （100） （100） （100） （100） （92） （100） （98） （98）
n 78 78 78 78 78 72 78 77 77
％ （100） （100） （100） （100） （100） （92） （100） （99） （99）
喫煙経験 開始年齢 火災 心臓病 空気汚染 皮膚 受動喫煙 消化器 有害物質 合計
ある n 12 12 10 11 12 10 11 12 12
％ （100） （100） （83） （92） （100） （83） （92） （100） （100）
ない n 63 52 61 64 64 63 64 61 66
％ （95） （79） （92） （97） （97） （95） （97） （92） （100）
n 75 64 71 75 76 73 75 73 78





第 1次調査 第 3次調査
















合計 281 （100） 78 （100）
％の数値は、小数点第一位以下四捨五入
表 5-4 喫煙は社交の道具になる
第 1次調査 第 3次調査
















合計 281 （100） 78 （100）
％の数値は、小数点第一位以下四捨五入
表 5-5 喫煙は健康に良くないので吸うべきでない
第 1次調査 第 3次調査
















合計 281 （100） 78 （100）
％の数値は、小数点第一位以下四捨五入
表 5-6 喫煙は大変に不経済である
第 1次調査 第 3次調査
















合計 281 （100） 78 （100）
％の数値は、小数点第一位以下四捨五入
表 5-7 親は喫煙しない模範を示すべきである
第 1次調査 第 3次調査
















合計 281 （100） 78 （100）
％の数値は、小数点第一位以下四捨五入
表 5-8 教師は喫煙しない模範を示すべきである
第 1次調査 第 3次調査
















合計 281 （100） 78 （100）
％の数値は、小数点第一位以下四捨五入
表 5-9 未成年男子の喫煙は望ましくない
第 1次調査 第 3次調査

















281 （100） 78 （100）
％の数値は、小数点第一位以下四捨五入
表 5-10 未成年女子の喫煙は望ましくない
第 1次調査 第 3次調査
















合計 281 （100） 78 （100）
％の数値は、小数点第一位以下四捨五入
表 5-11 成人男子の喫煙は望ましくない
第 1次調査 第 3次調査
















合計 281 （100） 78 （100）
％の数値は、小数点第一位以下四捨五入
表 5-12 成人女子の喫煙は望ましくない
第 1次調査 第 3次調査
















合計 281 （100） 78 （100）
％の数値は、小数点第一位以下四捨五入
表 5-1 喫煙は個人の自由であり、他人が干渉すべきでない
第 1次調査 第 3次調査
















合計 281 （100） 78 （100）
％の数値は、小数点第一位以下四捨五入
表 5-2 喫煙は太りすぎのコントロールになる
第 1次調査 第 3次調査














































































































































































































































































































































































































































































































































































という厳しい態度で指導している中、C と D の喫煙




煙する意思を確認した。その後、C と D が受診しや

















② 禁煙外来への受診 1回目（201 X 年 X 月 X 日）
C と D は禁煙外来を受診し、治療計画の説明を受
け、C はニコチンガムを使用する治療、D は禁煙補








③ 禁煙外来への受診 2回目（201 X 年 X 月 X＋14日）




































































































































































































































































p 389, 408，厚生労働省 http : //www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/
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５）健康日本 21第 1次公益財団法人健康・体力づくり事業
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about/intro/index_menu 1.html（参照 2017-3-28）
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